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ミツバチ属の分類と系統について

ミツバチは,ミツバチ科のミツバチ属に位置

するハチの総称で,世界には9種が産している.

いずれも典型的な真社会性種で 1頭の女王と

数千からなる異父姉妹の働き蜂からコロニーが

構成され,オスは繁殖期にのみ現れる.また,

女王と働き蜂の間にはカスト分化 (形態分化)

がみられ 女王は産卵以外の仕事を行うことは

ない.巣は体内で生産したワックスを用いて下

方に増築していき形状は舌状になる.グループ

間で営巣場所に大きな差がみられ,開放空間に

営巣するグループと閉鎖空間に営巣するグルー

プとに2別される.樹木の枝などの開放空間

に営巣するコミツバチとオオミツバチのグルー

プは,巣板は 1枚である.オオミツバチのグ

ループは,数個から時には数十の巣が 1本の

木に集団で営巣して,渡り鳥のように季節移動

を行い元の営巣場所へ戻ってくる習性がある.

一方,樹洞などの閉鎖空間に営巣するセイヨウ

ミツバチやトウヨウミツバチのグループは,檀

数の巣板を構築する.餌としては,ミツバチの

その名のとおり各種の花蜜や花粉を集団で集め

ている.東南アジアのオオミツバチなどは,夜

間にも飛廼が可能で,採餌行動が観察されてい

る.攻撃性は,オオミツバチのグループがもっ

とも強いが,系統によってもかなり異なり,例

えばヨーロッパとアフリカのセイヨウミツバチ

の亜種間雑種は,攻撃性が非常に高くキラー ･

ビーなどとも呼ばれている.

分類学的位置

ハチ (膜廼)目は,記載されているだけで

12万種以上が知られているが,寄生蜂の仲間

などは分類が困難なため実数は30万種以上と
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考えられている.ハチ目は,広腰 (ひろこし)

亜日と細腰 (ほそこし)亜目の2つに大別され

る･ミツバチは,細腰亜目Apocritaに属して

いる･ミツバチが属するミツバチ科Apidaeは,

世界で約 13属 1000種が記載されている.日

本にはこのうち3属 16種が生息している.覗

生するミツバチ属Apl'Sのミツバチは,ヨーロ

ッパ ･アフリカで 1種,アジアから8種がこ

れまで記載されている.亜種のレベルになる

と,未だに非常に混乱した状態が続いていて,

働き蜂の形態形質の比較のみでは分類すること

が難しいため,最近はミトコンドリアDNAや

核DNAによる分子情報も含めた再検討が進め

られている段階であり,この部分については今

後の研究の進展により,地域集団間の系統関係

があきらかになることが期待される.

ミツバチの分類体系

当初,ミツバチには 178種,10属もの名前

が付けられていたが,ほとんどが種内変異レベ

ルのものであった (セイヨウミツバチだけで

も90種以上の呼び名があった).19世紀から

多くの分類学者らにより,ミツバチの分類体系

をまとめることが試みられていたが,それは

非常に混乱していた (Gerstacker,1862,Smith,

1865;Ashmead,1904;ButteLReepen,1906;

Enderlein,1906,Skorikov,1929).Maa(1953)

が示した分類体系は,混乱していたセイヨウミ

ツバチとトウヨウミツバチのグループを中心に

146種を24種にまで整理することができた.

しかし,これでも細分化しすぎているという

意見が多かったため,Goetze(1964)によりコ

ミツバチA HoreaFabricius1787,オオミツバ
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チA.doTSalaFabricius1793,セイヨウミツバ

チA.melliferaL.1758, トウヨウミツバチA

ceTanaFabricius1793の4種への分類が提唱

された.以後の十数年間は,一般的にミツバチ

は世界で4種として取り扱われていた (表 1).

1980年 に 入 っ て か ら,Sakagamietal.

(1980)が世界最大のミツバチとして,ネパ

ールに生息しているヒマラヤオオミツバチA.

Jabon'osaSmith1871を再確認する論文を発表

したことで,ミツバチの分類体系を見直す気運

が高まってきた.その後,アジア各地からミツ

バチの再記載や新種記載の報告がみられるよ

うになった･WuandKuang(1987)は,中国南

部でコミツバチと同所的に生息していた黒い

コミツバチの形態形質を調査し,独立種にす

べきであるという結論に至 り,ク口コミツバ

チA.andrenJ'(omjsSmith1958を再記載してい

る.また,マレーシアのサバ州では,赤いミツ

バチが,同所的なトウヨウミツバチと交尾器な

どの形態 汀ingeketa1,,1988)およびオスの交

尾飛行時刻の相違 (Koenigereta1.,1988)から

両種の間で生殖隔離があるという結論に達し,

独立種 としてサバ ミツバチA.koschvnJ'kovl'

Butte1-Reepen1906が再記載された.また,

インドネシアのスラウェシ島に生息する腹部

が黄色いミツバチが,やはり同所的に生息し

ているトウヨウミツバチと形態的に異なるこ

とからクロオビミツバチA.nl'gTOCl'nclaSmith

1861として再記載された (Hadisoesiloand

Otis,1995).さらに 1996年には,サバ州の

高地から,後脚の黄色いミツバチが,同所的

に生息しているトウヨウミツバチおよびサバ

ミツバチの形態形質および交尾飛行時刻の相

逮 (Koenigeretal.,1996)か らキナパルヤマ

表 1 ミツバチ属の分頬体系の変遷 (Engel.1988を改変)

分類者 (年) 属 ･亜属 種名 (種小名)

Gerstacker(1862) ApJ'S属 noTea.doISata.1'ndlCa,melll'Fera

Smlth(1865) ApIS属
norea.doISata,Jaborjosa+,zonata,adansonj,Jndl'ca,me〟J'Fera.
nlgTOCJ'ncta.sl'nensIs

MJ'crlaPJ'S属 Micrapl'S属noTea
Ashmead(1904) MegapJ'S属 MegapJ'S属 dolsata,zonala.

Apjs属 ApJ'S属cerana.)'ndJ'ca.me〟)'fera,nJgtl'ta/.um,nlgTOCjncta,unJ'coJor

Buttel-Reepen(1906)Apjs属 ApJ'S属norea,doI:Sata,meJJJ'FeTa

Enderlein(1906) ApJ'S属 Apjs属伽rea,doJlSala.1ndJ'ca.meJJl'(eJla

ApJ'S属

MjcTaPjs亜属 ROI-ea
Skorikov(1929) MegapJ'S亜属 doISata

ApJ'S亜属 adansonj.cerana,cyprja.)'ndJ'ca.JaPOnlCa,johnl',meda,meJJJ'Fera,
lemJPes.syTl'aca.unicolor

Maa(1953)

Apl'S属

Ml'crapJ'S亜属 andrenlFolmis,noTea

Megapl'S亜属 b'evl'1'gula,blDghamI.doTSata.JaboT1-osa
ApJ'S属 adansonlj,1･ntelml･ssa.Jamarckjj.meda+,melll･Fe'a,remJPeS,

unJ'coJoT

SlimatapJ'S亜属 JJ'eFtjnckl,VeChtl.nlgTOCJnCta.javana,samaTenSjs,peronJ'.J'ndJ'ca,
phl'11'pplna,CeTana,koschevnJ'kovI'.johni+

Goetz(1964)

Apl'S属

Ml'crapJ'S亜属 GOTea
MegapJs亜属 doISata
ApJ'S属 ceTana,me〟della

Apl'S属

MJ'crapjs亜属 andTenJ'Folml'S.norea

MegapJ'S亜属 dolsaEa,]aboljosa

ApJ'S属 cerana,koschevnJ'kovJ.nJgrOClncla.melll'Fera,nuluensjs
は後に追加ばれた種
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表 2 世界の現生ミツバチ

学名 英名/標準和名 分布

開放空間営巣性ミツバチ

コミツパテグループDwarfhoneybees:MJ'crapJs亜属

Apl'snoleaFabricius,1787

ApjsandrenjfoTmlsSmith,1858

Reddwarfhoneybee
コミツバチ

Blackdwarfhoneybee
ク口コミツバチ

オオミツバチグループGianthoneybees:物 J∫亜属

Apl'sdoISataFabricius,1793

Apl'slaboI-1osaSmith,187I

Commonglanthoneybee
オオミツバチ

Clantmountainhoneybee
ヒマラヤオオミツバチ

東南アジア～南西アジア F

東南アジア A

東南アジア～南アジア D

ヒマラヤ地域 L

閉鎖空間営巣性ミツバチCavity-nestinghoneybees:

ミツバチグループHoneybees:Apl'S亜属

ApjsmeJll'FelaL.,1758

-AplrSkoscJ7eVJ71'kovl'ButteトReepen,1906

Apl'sceranaFabricius,I793

ApJ'snuluensl'sTingek,Koenlgerand

ApJ'snJgTlDCl'nctaSmith.1861

W esternhoneybee

セイヨウミツバチ

Redhoneybee
サバミツバチ

EasternhlVebee

トウヨウミツバチ

Mountainhoneybee

Koeniger.1996キナパルヤマミツバチ

Sulawesianhoneybee
クロオビミツバチ

アフリカ･ヨーロッパ

マレー半島･カリマンタン島 K

アジア全域 C

カリマンタン島 Nu

スラウェシ島 Ni

*図 1中の略号

図 1 アジアに生息するミツバチの自然分布

コミツバチグループ

F:コミツバチ,A:ク口コミツバチ

オオミツバチグループ

D:オオミツバチ,

L:ヒマラヤオオミツバチ

ミツバチグループ

C:トウヨウミツバチ,

K:サバミツバチ,

Nu:キナパルヤマミツバチ,

Ni:クロオビミツバチ
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ミ ツ バ チA.nuluensjsTingek,Koenigerand

Koeniger1996として新種記載された (Tingek

etal.,1996).

以上をまとめると,現在のところミツバチ属

は世界で9種というのが一般的な分類体系で

ある (表 2,図 1,末尾検索表参照).これら

のミツバチは,さらに3亜属に分けることが

できる.コミツバチ亜属M)'crapl'Sのグループ

として,コミツバチとク口コミツバチが,オオ

ミツバチ亜属Megapjsのグループには,オオ

ミツバチとヒマラヤオオミツバチが,ミツバチ

亜属4両 のグループにセイヨウミツバチ, ト

ウヨウミツバチ,サバミツバチ,キナパルヤマ

ミツバチ,クロオビミツバチが属している.オ

オミツバチのグループは,オオミツバチとヒマ

ラヤオオミツバチを異なるタクソンとみなすか

については,研究者により若干の相違がある

が,現在多くのミツバチ研究者の間では,独立

種として取り扱っている.本稿でもそれぞれ別

のタクソンとして取り扱っている.また今後

の調査によっては,オオミツバチの2つの亜

種のうち,スラウェシ島のオオミツバチがA

bl'nghaml'Cockerel11906として,パラワン島

以外のフィリピンのA.bI･evjlJgulaMaa1953

が亜種から独立種へと見直される可能性がある

(Ruttner,1986).

ミツバチの化石記録

昆虫類は小型で軟弱であり,硬い骨格や殻を

もたないため,一般的に化石が残りにくいもの

である.ミツバチも同様で見つかっているほぼ

すべての標本は,働き蜂の成虫であるため,こ

れらの形態情報にもとづいて分類が行われて

いる.1907年にはじめてヨーロッパにおいて

漸新世の地層から化石種ミヤマアケボノミツ

バチA.henshawjCockerell1907が記載された

(Cockerel1,1907).その後は,多数の化石が発

見 ･記録され,ZeunerandManning(1976)の

モノグラフにおいて世界の化石ミツバチとし

て 17種が記録されている.その後,4種の化

石種が新たに記載されているが,最近になっ

て,カンザス大学のEngel博士がこれらの化石

記録を再検討した結果,ミツバチの化石種を8

種に整理した (Engel,2005;表 3)･この種数

は,現生のミツバチ種数とほぼ同じであり,良

虫類の化石標本は見つかりにくいことを考慮す

ると,現在のミツバチの多様性というのは減少

していると思われる.しかしミツバチ類の化石

の多くは,決して状態が良いとはいえないた

め,そこから得られた情報をもとに同定をする

には困難を極める.化石種の多くはヨーロッパ

で見つかっている.一方アジアでは,現生種の

化石記録は多いがそれに比べて化石種の記載は

少ない (Engel,1998).十分な調査が行われて

いないことが,理由の一つだと思われる.その

ような中でも,中国ではいずれも第3紀中新世

の地層から,2種が新化石種として記載された

(Hong,1983;Zhang,1989)･最近になり日本

でも,壱岐島で新化石種が記載された (Engel,

2005,本誌本号p.141-144)･

漸新世 (3800-2400万年前)

表3 ミツバチの化石種

亜属名 学名 和名 発見場所 地質年代

CascapisAp)'salmbrusleIIZeuner.1931

Synapjs ApJ'shenshawJ'Cockereu,1907

ApJ'slongtfbJ'aZhang,1906'

ApL'smlOCenlCaHong.1983

Apl'spetTeFactaRllha.1973*

ApisvetuslusEngel,1998

J4pJ'S"Miocenr

MegapJsApJsJJthoheTmaeaEngel.2006

ドイツムカシミツバチ

ミヤマアケボノミツバチ

ナガアケボノミツバチ

チュウゴクナガアケボノミツバチ

ボヘミアアケボノミツバチ

ムカシアケボノミツバチ

アケボノミツバチの1種

イキオオミツバチ

ドイツ 中新世

ヨーロッパ 漸新世

中国 中新世

中国 中新世

ボヘミア 中新世

ドイツ 漸新世

ヨーロッパ 漸新世

日本,壱岐島 中新世

'Ap)'Slongtt'bL'aはA.mJ'ocenl'caの,ApetTelaclaはAj7eShaw1-のそれぞれシノニム (同物異名)の
可能性がある.
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表 4 ミツバチの化石標本の産出年代

地質年代 年代 産出されたミツバチ

3800万年前 ミヤマアケボノミツバチ
～2400万年前 ムカシアケボノミツバチ

中新世
2400万年前

～500万年前

ボヘミアアケボノミツバチ
チュウゴクアケボノミツバチ
チュウゴクナガアケボノミツバチ

アケボノミツバチの1種

イキオオミツバチ
ドイツムカシミツバチ

鮮新世 50 0万年前
～ 180万年 前 夫産出

更新世 180万警 万年前 セイヨウミツバチ

完新世
1万年前

～現在

コミツバチ
オオミツバチ
トウヨウミツバチ
セイヨウミツバチ
サバミツバチ

この時代の地層からは,ヨーロッパから

化石種2種が見つか り記載されている (義

4).はじめてミツバチ化石種として記載され

たミヤマアケボノミツバチとムカシアケボノ

ミツバチA vetuslusEnge11998は,いずれも

アケボノミツバチ亜属Synapl'Sに属している

(Engel,1998;1999;2005)･

中新世 (2400-500万年前)

この時代の地層からは,ヨーロッパおよび

アジアで多数の化石種が記録されている (義

4).ドイツでは,ムカシミツバチ亜属Casca

のドイツムカシミツバチA.almbruslen'Zeuner

1931が記載され,(Zeuner,1931),その後

ヨーロッパ各地で同種の化石が産出されてい

る.ボヘミア地域で見つかった化石からは,

アケボノミツバチ亜属のボヘミアアケボノミ

ツバチApetldactaRl'ha1973が記載されて

いる(Rl'ha1973).一方で,この時期になる

と,アジアでも中国からチュウゴクアケボノ

ミツバチA.mllocenl'caHong1983と,チュウ

ゴクナガアケボノミツバチAlongtl'bl'aZhang

1906が新化石種として記載されている(Hong,

1983;Zhan81989).両種ともにアケボノミツ

バチ亜属に属している.また藤山家徳博士に

より中新世中期頃の日本における壱岐島の地

層から発見された化石からは,イキオオミツ

バチA.lllthohermaeaEnge12006が記載されて

いる(Fujiyama,1970:Engel,2006).興味深い

ことに,このイキオオミツバチは現生のオオミ

ツ/げ 亜属に属すると考えられている (Engel,

2005).

更新世 (180-1万年前)

この時期の地層からは,現生種であるセイ

ヨウミツバチの化石がヨーロッパ各地から見

つ か っ て い る (Linnaeus,1758,Zeunerand

Manning,1976:表 4).

完新世 (10000-5000年前)

この時期の地層からは,ヨーロッパではセイ

ヨウミツバチが産出されている.アジアでは現

生種であるコミツバチ,ク口コミツバチ,オオ

ミツバチ,トウヨウミツバチ,サバミツバチが

産出されている.また,コミツバチはアラビア

やアフリカからも見つかっている (表 4).

ミツバチの系統進化

化石記録の推定からハナバチの系統は,カリ

バチの一種からおおよそ 1億3000万年前に分

化したと考えられている.そして,ミツバチ科

の特徴である花粉かどを持ったハナバチは,お

およそ9000万年から1億万年前に現れ,シタ

バチ,マルハナバチ,ハリナシバチ,ミツバチ
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コミツバチ

クロコミツバチ

オオミツバチ

ヒマラヤオオミツバチ

セイヨウミツバチ

サバミツバチ

トウヨウミツバチ

クロオビミツバチ

キナパルヤマミツバチ

図2 現生ミツバチの系統樹

これまで形態形質および塩基配列 (ミトコンドリアDNAおよび核DNA)の情報

をもとに系統解析が行われた結果 (Alexander,1991;Engel,1999;Tanakaeta1..
2001,AriasandSheppard.2005)に著者のデータ (高橋,未発表)を一部加えて
まとめた.

の4族が現生している.これらの系統関係は混

乱していて,未だにはっきりとした結論がでて

いない (LockhartandCameron,2001).

ミツバチの祖先は,今からおおよそ3500-

4000万年前にインド･ヨーロッパ地域で現れ

たと考えられている.化石種の記録から推定す

ると,ヨーロッパに分布を広げた系統は,漸新

世から鮮新世にかけての気候変動により絶滅し

たと考えられている.一方アジアに分布を広げ

た系統は,この時期を生き残り現生ミツバチ種

の祖先系統になったと考えられている(Engel,

2006:01droydandWongsiri,2006)･

ミツバチの種間の系統

現生種のミツバチの種間系統の推定には,さ

まざまな情報が利用されている.主な情報源と

しては,働き蜂の形態形質やミトコンドリア

や核DNAの塩基配列のデータから系統関係の

推定が行われている(Alexander,1991:Engel,

1999;Tanakaetall,2001;AriasandSheppard,

2005).それらの結果は比較的類似している

ため,それらをまとめたものを図2に示した.

コミツバチやオオミツバチ亜属は,それぞれ単

系統群である.ミツバチ亜属のトウヨウミツバ

チ,キナパルヤマミツバチ,クロオビミツバチ

紘,クラスターを形成し近縁性が示されている.

おそらくこの両種は,カリマンタン島およびス

ラウェシ島でそれぞれに同所的なトウヨウミツ

バチから分化したものと推測される.また,こ

のクレードの外にサバミツバチ,セイヨウミツ

バチが位置している.最も祖先グループはコミ

ツバチで,その姉妹群にオオミツバチのグルー

プが位置する形となる.集団営巣性は,オオミ

ツバチのグループで独立に進化したと考えられ

る.樹洞営巣性および複数巣盤という形質は,

ミツバチ属の中では派生形質となり,一枚巣板,

開放空間への営巣習性は,ミツバチ属では共有

原始形質であるという結果が,系統解析により

得られている (図2).

化石種と現生種を合わせた系統

化石種 を含 めた ミツバチ属 の系統 は,
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参考 ミツバチ働き蜂の検索表 (01drovd&WonRSiri2005を改変)

1. 前麹長

a
b

c

a

b

a
b

Lj

a
b

a
b

a
b

12mmよりも長い-オオミツバチクループ

7-10mm-ミツバチグループ

7mmよりも小さい-コミツバチグループ

黄褐色の毛に胸部背部が完全におおわれている-

ヒマラヤオオミツバチAJaboTIOSa(インド,ネパール,中国,ベトナム)
緑を除いて胸部の毛は黒い･･･オオミツバチAdoTSafa

後脚が黒い

脚の節の胸部に近い部分 (転節および腿節)が黒く,
遠位部分 (鰹節)が明るい黄色になる-AnuluensJ'S(ボルネオの山地)

腹部の後部背板が黄色から赤褐色の縞模様がある-コミツバチAnoL･ea(熱帯アジア､中東)

腹部の後部背板が黒色と灰色-ク口コミツバチAandJ-enl'Fromjs(東南アジアフイリビ>,インドネシア)

前廼長が9mmよりも長い･･･セイヨウミツバチA.melll'Fera(ヨーロッパからの輸入種)

前廼長が9mmよりも短い- トウヨウミツバチA.cerana(アジア)

腹部背板が黄色･-クロオビミツバチAnJgI･OClnC{a(インドネシアのスラウェシ島)
腹部背板が赤色から赤褐色･･･サバミツバチAkoschevnl'kovl(マレー半島とボルネオ)

( )内は主要な分布地域,アジア産8種については図1参照

Engel(2006)によって意欲的に示されている

が,系統推定に抽出できる形質情報が限られて

いるため,ミツバチ化石種の系統関係を十分

に説明することはできていない.しか しなが

らEngel(2006)によれば,アケボノミツバチ

亜属のムカシアケボノミツバチが最もミツバチ

属の中では祖先種であるとしている点と,ムカ

シミツバチ亜属が,現生グループと同じクラス

ターになっている点が興味深い.また日本で発

見されたイキオオミツバチは,現生するオオ

ミツバチ亜属に分類されるという結果 (Engel,

2006)は,中新世の気候は現在よりも温暖だ

ったため,日本にもオオミツバチやその他のグ

ループのミツバチが生息 していた可能性を強く

示すものであり,新たな化石種の発見の可能性

が期待されるため非常に興味深いと思われた.
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Ashortreviewofthetaxonomyandphylogeny

isprovidedforsomefossilandcurrentspecleS

belongingtothegenusApl'S･Thehoneybee,which

belongstothegenusApl'S,isanimportantorganism

inagrlCultureandsocialevolution.Althoughsmall

swarmsofhoneybeesarethemostrecognizedof

allanimalsbelongingtothegenusApIS.OVertime,
theirtaxonomicclassificationhasbeenconfused.

Currently,honeybeesareclassifiedinto9Species

basedonnumerousmorphological-ecologicaland
molecularstudies.

Thefbssilhoneybeespeciescomprise8species

belongingtOthefollowlng3subgeneraCasca-

pJ'S(Apl'sarmbrusten'),Synapl'S(A hensJ7aWj,A.

longtJ'bJ'a.AmJ'ocenL'ca,A･petTelactaandAIVelu-

stus)andMegapl'S(A･ll'thoheTmaea)･Recordsof

thesespecimensfromtheOligocenetoMiocene

epochswerefわundinAsianandEuropeanregions.

Itishypothesizedthattheancestralstrainofthe

modernApL'sspeciesemergedapproximately10

millionyearsagofromtheAsianreg10n･

ThephylogenictreesderlVedfrommorphologl-

calandmoleculardataarelnbroadagreement.

andthereare3majorsubgenusclusters:subgenus

MJ'crapJ'sW.andJ-enlForml'sandA･nolea),subgenus

MegapJ'sW.dorsataandA.Jabol-1'osa)andsubgenus

Apl'S(A.melJl'FeTa.A.koscJ7eVnlkovl'.A cerana.A

nJgrocl'nclaandA.nuluensl'S)･Themostbasalclade

consistsofspeciesbelongingtOtheMicrapl'ssub-

genus･SpeciesbelonglngtOtheMegapISSubgenus

comprisethesistercladeofthisgroup･However,5

species,includingA･melliFeTaandA･koschevnl'kovlr

thatbelongtothesubgenusJ4pl'Sareparaphyletic

andnotapartofthecladecomprisingA･cerana.A･

nJgrOCJ'nclaandAnuluensJs


